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概 　 要
成功への 5 つの提言

激動の時代を新たな成長のチャ ンス とするために

景気の低迷期には、 競争上の優位性を高める方法を見極める こ とがよ り重要と な り ます。 多

く の企業ではこ う いっ た時代、 競争力を維持し ながら コ ス ト を削減で き る よ う 努めていま

す。 財務状況が良好であれば他社を買収する機会を伺い、 業界の統合に乗り出す企業も多 く

見られます。 また、 接点のある市場や新しい市場に移行し、 ビジネスモデルを転換させる企

業もあ り ます。

今日のよ う に変化の激しい世界経済で生き残るために企業や自治体が模索し ているのは、 既

存のリ ソースを最大限に活用し、 従来通りかそれ以上の製品やサービスを顧客や住民に提供

する方法です。 しかし、成功を収めるために必要なのは現在の目標を達成する こ と、 そし て、

自社の優位性を確保し て将来景気が回復し たと きに利益を得るために、 今、 何に投資すれば

よいかを見極める こ と です。シスコ もその例外ではな く 、過去の景気循環における経験から、

困難な状況の中で生き抜き、 成功を収めるために不可欠な5 つの戦略を学びま し た。 シスコ

の 「成功への 5 つの提言」 の活用によ って、 テ ク ノ ロジーが実現するモデルをビジネスに取

り入れ、 現在の困難な経済情勢をただ生き抜 く だけではな く 、 成功を収められるよ う にな り

ます。

環境ご とに異なる方法

過去の景気の低迷期には、 多 く の企業が取引プロセスを自動化し、 生産性と効率性を高めて

コ ス ト を削減し てきま し た。 た と えば、 多 く の企業が目標達成のために e- コ マースやイ ン

ターネ ッ ト での購買、 サプラ イ  チ ェーンの自動化に着手し、 このイ ン ターネ ッ ト の 「最初の

段階」 が世界中の企業にかつてないほどの生産性を もたら し ま し た。 プロセスの自動化が広

い範囲で極限まで進んだ現在、 企業は新たな生産性を求めています。 昨今注目を集めている

のは、 自動化できないビジネス プロセスを最適化する方法です。 自動化が難しいプロセスは
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知識や専門技術に依存し ているため、 ど こにある資産に対し ても、 適正なス タ ッ フやリ ソー

スが対処できる こ とが重要にな り ます。 今日、 シスコが組織に影響を与える ものと し て見て

いるのは、 いずれも自動化する こ とができず、 担当ス タ ッ フが対応する必要がある次の 3 つ

の ト レン ド です。

• 権限を与えられたユーザ ： 顧客や従業員、 住民は、 私生活でも業務でも、 ソーシャ

ル ネ ッ ト ワーク、 ブログ、 wiki、 イ ンス タ ン ト  メ ッ セージ、 ビデオ共有などの Web

2.0 のツールと アプ リ ケーシ ョ ンを使用し ています。 従来の時間や距離による壁を

越えて、 人々が互いにコ ミ ュニケーシ ョ ンを図り、 情報を探し、 アイデ ィ アを共有

するために、 これらのツールは不可欠です。

• リ アルタ イムの情報 ： イ ン ターネ ッ ト の第 1 の波が到来し、 人々はど こにいても、

必要な と きに情報を利用する こ とができるよ う にな り ま し た。組織は状況に即し た

豊富かつ正確な情報を、 必要とする人に、 必要とする と きに、 ど こにでも、 提供す

る必要があり ます。

• ボーダーレス組織 ： 厳しい経済状況が続 く と、 企業は中核事業に専念し、 他のプロ

セスをパー ト ナーやベンダーに発注するよ う にな り ます。 世界各地に拠点を持ち、

24 時間終日操業し、 世界的な人材プールを必要と し、 従来のよ う なオフ ィ ス ビル

以外の設備でビジネスが遂行される 「ボーダーレスなエン タープラ イズ」 では、 従

業員、 顧客、 サプ ラ イヤの対話が一層強化されます。

この 3 つの ト レン ドがイ ン ターネ ッ ト の 「第 2 の波」 の原動力です。 コ ラボレーシ ョ ンを実

現するのはユニ フ ァ イ ド  コ ミ ュ ニケーシ ョ ン、 ビデオ、 Web 2.0 アプ リ ケーシ ョ ンなどで

す。 た と えば、 ビデオに対応し たプロセスを導入すれば、従業員のワークスペースを拡張し、

充実させる こ とができます。 仮想化を実施すれば、 人々と情報リ ソースの潜在能力を最大限

まで引き出すこ とができます。 こ う し た先進的な機能によ って、組織は IT が提供する新たな

生産性を獲得し、 活用する こ とができます。

新たな生産性を もたらすコ ラボレーシ ョ ン

優秀な人材をよ り効果的に登用し、 問題解決や顧客価値の創造にあたらせるためには、 コ ラ

ボレーシ ョ ン型の意思決定を奨励する包括的な企業文化が、 顧客やパー ト ナーにまで浸透し

ている必要があ り ます。 た と えばシス コは、 「指揮統制」 型の決定から、 委員会や審議会で
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意思決定を行う モデルに移行し ま し た。 その結果、 かつては 3 ～ 5つ程度の優先事項にしか

力を入れる こ とができずにいた と こ ろ、 26 項目もの優先事項に取り組めるよ う にな り ま し

た。

いつでも、 ど こからでも、 即座に情報や専門知識へのアクセスを提供する コ ラボレーシ ョ ン

機能を、 ビジネス プロセスに統合する必要があ り、 それを実現するのがイ ン ターネ ッ ト  テ

ク ノ ロジーの第 2 の波です。人々はよ り簡単に連絡を取り合い、Web 2.0 やソーシャル ネ ッ

ト ワーク、 その他のコ ラボレーシ ョ ン ツールを使用し て、 業務上の問題を効果的に解決でき

るよ う にな り ます。

• ユニフ ァ イ ド コ ミ ュニケーシ ョ ン ソ リ ューシ ョ ン ： Cisco® IP Phone やユニフ ァ

イ ド  メ ッ セージ、Cisco TelePresence™ ソ リ ューシ ョ ン、Cisco WebEx™ ソ リ ュー

シ ョ ンなどが、 オフ ィ ス内の世界をオンデマン ド な世界へと繋げる イ ンテ リ ジ ェ ン

ト なイ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ を活かし た質の高いビジネス コ ラボレーシ ョ ン を実現

し ます。ユニフ ァ イ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ンの導入によ って、データへのオンデマン

ド  アクセスや世界中のチームとの効率的なやり取り、リ アルタ イムの対話を実現で

きます。

• モビ リ テ ィ  ソ リ ューシ ョ ン ： Cisco Motion などのモビ リ テ ィ  ソ リ ューシ ョ ンが、

ビジネス モビ リ テ ィ に対する実践的なアプローチを提供し ます。既存のネ ッ ト ワー

ク と アプ リ ケーシ ョ ンを統合する こ と で、一貫性のあるモビ リ テ ィ  エクスペ リ エン

ス （体験） が実現し ます。 従業員はど こにいても仕事を進める こ とができ、 どの端

末を使用し ても高品質のコ ミ ュニケーシ ョ ンを体験できます。

コ ス ト 削減のためにコ ラボレーシ ョ ン ソ リ ューシ ョ ンが導入される場合も少な く あ り ませ

んが、 コ ラボレーシ ョ ンの強化に成功する と、 企業は顧客満足度の向上、 サイ クル時間の短

縮、 製品の品質向上、 企業の機敏性の向上、 世界中に分散し たチームを管理する能力の向上

など も実現できます。 エネルギーにかかる コス ト と環境への配慮から、 遠隔コ ラボレーシ ョ

ンの強化がこれまで以上に重要になっています。

仮想化がもたらす新たな生産性

仮想化によ っ て、 情報、 ワーク スペース、 専門知識などの リ ソースを共有し、 アプ リ ケー

シ ョ ンや個人にオンデマン ドかつ動的に提供する こ とが可能と な り ます。 すでに多 く の企業

において、 コール セン ターや人事サービスを外注し、 一部のリ ソースを仮想化し ています。

仮想化が新しい波を もたら し ているのは次のよ う な分野です。

• データ セン ター ： 仮想化のテ ク ノ ロジーは、 ス ト レージの利用率、 サービスの提供

性、 リ ソースの効率性、 スペースの使用率を大幅に高める とい う点で、 シスコ を含

む多 く の企業の役に立っ ています。 Cisco Nexus™、 Cisco VFrame Data Center、

Cisco Data Center Manager といったシスコの仮想化ソ リ ューシ ョ ンによ って、 物

理サーバと仮想サーバ、ス ト レージ、ネ ッ ト ワーク  ベースのリ ソースのプロビジ ョ

ニングは単純にな り、 エン ド ツーエン ド で調整されます。 また、 エネルギーの使用

を これまでよ りはるかに正確に監視、 制御できます。

• IT-as-a-Service （ITaaS） ソ リ ューシ ョ ン ： 多 く の企業は、 「サービス と し ての IT

（ITaaS）」 を導入する こ と で、 世界中に分散し た リ ソースの管理を簡略化し、 権限

のあるユーザのニーズにコ ス ト 効率よ く 応えたいと考えています。 ItaaS を使って

コ ラボレーシ ョ ン機能を仮想化する例には、Cisco WebEx アプ リ ケーシ ョ ンなどが

あり ます。多額のコス ト やイ ン フ ラス ト ラ クチャ を注ぎ込まな く てもサービス自体

の提供が可能な ITaaS は、 企業が目標を達成するのに役立ちます。
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• リ ソース ： 専門知識などの不足しがちな リ ソースに対し て、 あらゆる場所からのア

クセスを実現し ます。 このこ と で、 顧客やパー ト ナー、 サプ ラ イヤに応対する際の

場所を問わず、 いつでもサポー ト を提供し、 価値を高め、 自社を差別化する こ とが

可能です。

シスコのネ ッ ト ワークは広域に渡って利用可能であ り、 スケーラブルである と同時に標準に

準拠し ています。 そのため、 ただ 1 つのプラ ッ ト フ ォームと し て、 リ ソースの集約、 仮想化

されたイ ン フ ラス ト ラ クチャ全体に対するアプ リ ケーシ ョ ン、 サービス、 データの配信、 継

続的なセキュ リ テ ィ とハイアベイ ラ ビ リ テ ィ の確保を実現し ます。

ビデオがもたらす新たな生産性

イ ン ターネ ッ ト 上でビデオを使用する と、 コ ミ ュニテ ィ の形成やコ ンテンツの公開、 新しい

ビジネス モデルの創出を よ り効果的に行える よ う にな り ます。 シス コ で も その恩恵を活か

し、 製品のデモ、 専門知識の共有、 情報の公開に積極的にビデオを使用し ています。 また、

ビデオは強力なビジネス コ ラボレーシ ョ ン テ ク ノ ロジーで もあ り ます。 ビデオは今や、 組

織内のコ ラボレーシ ョ ンだけでな く 、 企業の境界を越えてサプ ラ イ  チ ェーン パー ト ナーや

顧客も加えたコ ラボレーシ ョ ンを もサポー ト する重要なツールと なっています。 その好例が

Cisco TelePresence と  Cisco WebEx Connect です。

成功への 5 つの提言 ： 基本戦略

組織が先々まで生き残るだけの能力を最大限発揮するためのテ ク ノ ロジーには、 コ ラボレー

シ ョ ン、 仮想化、 ビデオなどがあ り ます。 これらのテ ク ノ ロジーは、 現在のビジネスの環境

がど う あれ、 成功を確約する次の 5 つの提言を実現するために利用されます。

1. 戦略的投資に向けたコ ス ト 削減

徹底し た選択と集中で、 戦略的重要分野に投資するための原資を生み出し ます。

2. 従業員の潜在能力の開放

情報技術の活用で業務お ｎ 生産性を高め、 従業員のやる気を引き出し、 イ ノ ベーシ ョ ンを

加速し ます。

3. 真の顧客志向の追及

主要な顧客との間によ り緊密な関係を築き、 ロ イヤルテ ィ を高め、 顧客の予算に占める割

合を拡大し ます。 また、 顧客が本当に求めている ものを理解し、 その要望を満た し ます。

4. スピー ド を伴った圧倒的差別化

テ ク ノ ロジーの活用で新たなビジネスモデルを創り、 他を寄せ付けない差別化を迅速に実

現し ます。

5. ボーダーレス組織の実現

社内外の組織の壁を取り払い、 地理的制約を克服し、 最適なバリ ューチ ェーンを構築し ま

す。

こ う し た基本的なビジネス手法が確立すれば、 新たな収益源を獲得する準備が整ったと言え

ます。 しかし、 何も し ないままでは、 好機を見逃すこ とにな り ます。 
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戦略的投資に向けたコス ト 削減

コス ト の節約は当然ス ター ト 地点と な り ます。 それによ り、 自社の業界でのポジシ ョ ン、 貸

借バラ ンスの強度、 競争力、 ビジネス目標を考えた上で、 最適な分野への投資が可能と な り

ます。 好況時に も一貫し て この方針を守っ ていた組織は、 不況時には別の戦略的イ ニシア

テ ィ ブを取る こ とが可能です。

た と えば、 出張 し な く て も対面で会議がで き る よ う にする ために、 シ ス コ は自社製品の

TelePresence や WebEx、 Virtual Expert ソ リ ューシ ョ ンに投資し、 12 か月で費用を回収す

る こ とができま し た。以前は必要だった出張を減ら し、 TelePresence だけで 2 億 4000 万米

ドル以上の節約と、 販売サイ クルの短縮、 生産性の向上を達成し、 従業員の意欲をかきたて

る こ とに成功し ま し た。

コス ト 削減が必要な場合、 従業員の生産性向上のために、 節約し た資金を計画的に投資でき

ます。

従業員の潜在能力の開放

不況時には、 コ ミ ュニケーシ ョ ンを明確に図り、 創造性やイ ノ ベーシ ョ ンの分野における従

業員の潜在能力を開拓する必要があ り ます。 隠れた能力を最大限に引き出すこ とができれ

ば、組織に優秀な人材を確保し ておけるだけでな く 、新製品の市場投入までの時間を短縮し、

収益を拡大し、 競争上の差別化を図る こ とができます。 コ ラボレーシ ョ ン ソ リ ューシ ョ ンに

投資する こ と で、 首脳陣と従業員の効率やイ ノ ベーシ ョ ン、 モチベーシ ョ ンを高めます。 例

を挙げてみま し ょ う。

• ある大手の消費材関連企業は、 従業員とサプ ラ イ チ ェーン パー ト ナーによる コ ラ

ボレーシ ョ ン と イ ノ ベーシ ョ ン を促進するために、 Cisco TelePresence ソ リ ュー

シ ョ ンに投資し、 5,000 回の出張の削減、 2,900 万米 ドルの節約、 製品の市場投入

までの短縮化を実現し ま し た。 社員による ビデオ会議の開催回数は 1 か月あた り

600 回にも上り ます。

• 委員会や審議会を通し たコ ラボレーシ ョ ン型の指導体制によ り、 シスコは以前に増

し て、 戦略的なイニシアテ ィ ブに注力でき る体制を取る こ とが可能と な り ま し た。

従業員のコ ミ ュニケーシ ョ ンが促進され、 当事者意識が向上する こ と で、 イ ノ ベー

シ ョ ンの推進と労働意欲の維持が実現し ます。

真の顧客志向の追求による収益の拡大

従業員の潜在能力を開拓する こ とは、 従業員が顧客と接する時間を増やすこ とにもつながり

ます。顧客との対話の頻度を増やし、 よ り適切な タ イ ミ ングを図り、 質を向上させる こ と で、

顧客が必要と し ている ものを、 顧客が求める方法で、 確実に提供できるよ う にな り ます。 ま

た、 意思決定プロセスに顧客を参加させる こ と で、 顧客満足体験を向上させ、 収益を増加さ

せる こ とができます。たと えば、アジアのある大手銀行では Cisco Virtual Expert Management

ソ リ ューシ ョ ンの利用によ って、 本店に常駐し ている該当分野の専門家に対し、 数百の支店

から顧客が 「直接」 対面できるよ う にし ま し た。 このソ リ ューシ ョ ンの導入後、 顧客満足度

が向上し た上、 不成約率は問い合わせのわずか 10% に減少し てお り、 初年度だけで350 万

米ドルの収益増加が見積も られています。従業員が新規顧客を開拓するための時間は 1 日 30

～ 60 分増加し、関係する分野の専門家は出張が減ったこ と で生産性が 20% ア ッ プ し ま し た。
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スピー ド を伴った圧倒的差別化

テ ク ノ ロジーがもたら し た新しいビジネス

モデルを取り入れる こ と で、 競合他社よ り

も迅速に行動し、 短期間で規模を拡大する

こ とができます。 投資し た新しいビジネス

プロセスを活用し て、 他社との差別化、 市

場シ ェ アの拡大、 イ ノ ベーシ ョ ンを加速す

るチャ ンスに対し、 さ らに投資する こ とが

できます。 新しいソ フ ト ウ ェ ア製品の発売

時、 販売チャネルの能力強化に短期間で成

功 し た業務用/ 消費者用画像機器の大手

メ ー カ ーな どがよ い例です。 こ の企業は

Cisco WebEx ソ リ ュ ーシ ョ ンの使用によ

り、1,200 人の営業担当者への研修を 30 日

間で終え、 100万 ド ルの研修コ ス ト の節約

を達成し ま し た。 市場投入までの時間につ

いても、 他社が敵わないほどに短縮する こ

とができま し た。 

ボーダーレス組織の実現 

コ ラボレーシ ョ ン と仮想化の戦略は、 世界

中の拠点に対し てだけでな く 、 パー ト ナー

やサプ ラ イ  チ ェ ーンに対 し て も適用 し て

考える こ とができます。 企業が製品やサー

ビスを開発し て市場に投入する際に、 パー

ト ナーが果たす役割の重要性が増し ていま

す。 パー ト ナーとの間で、 ネ ッ ト ワーク を

通し て実現で き る こ とは数多 く あ り ます。

状況に応じ たコ ラボレーシ ョ ンによ って迅

速に応対 し、 強固な関係を確立、 維持 し、

世界各地のチーム メ ンバーや経営陣が積

極的に参加するための支援を行い、 意思決

定や複雑なプロジ ェ ク ト の遂行をよ り迅速

にし、 イ ノ ベーシ ョ ンを促進する こ と も可

能です。 

たと えば、 シスコ と日本の大手 IT 企業は、 大口顧客の案件の落札のために提携し、 共同ブ ラ

ン ドのソ リ ューシ ョ ンを共同開発し ま し た。 このソ リ ューシ ョ ンによ り、 この企業は顧客の

コア ネ ッ ト ワーク  ビジネスの 60% を獲得し、最初の 2 年間で 300 億円を超える収益を上げ

ま し た。 国や企業の境界を越えてコ ラボレーシ ョ ンを図った結果、 シスコ と その日本企業は

どち ら も、 単独では簡単に達成できない大きな目標を達成する こ とができま し た。

業績回復のためのパー ト ナー

こ こに挙げた、 成功への 5 つの提言は、 景気がどのよ う な状況でも、 成功を収めるための実

績ある妥当なアプローチである こ とに変わりはあ り ません。 厳しい状況下でも、 企業が何も

せずに待機し ている こ とは許されません。 戦略的投資に向けたコス ト 削減に努め、 従業員の
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概 　 要
潜在能力を開放し、 真の顧客志向を追求し、 競合優位性を確保する こ と で、 ボーダーレス組

織の可能性を最大限に活用し、 課題への取り組みを通し て厳しい時代を生き抜 く こ とができ

るよ う にな り ます。 過去の景気低迷期を振り返る と、 低迷期に投資を行った企業は景気が回

復し た時点で優位を確保し ている こ とがよ く あ り ます。 シス コ も、 それを経験し ています。

こ こで説明し た5 つの提言と、 これらがビジネスに与える効果について、 よ り詳し く 知り た

いとお考えの際は、 シスコの担当営業までお問い合わせ く ださい。
ズ合同会社

都港区赤坂 9-7-1 ミッドタウン・タワー
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